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公益財団法人 朝 鮮 奨 学 会 

2025年度 大学・ 大学院奨学生募集要項 

 
１ ． 応募資格 

 

■ 学部生 

①日本の大学の学部( 学士課程、 専門職大学、 短期大学も 含む。 通信課程は除く ) に在籍し ている韓

国人・ 朝鮮人学生( 特別永住者証明書・ 在留カ ード の国籍表示が韓国も し く は朝鮮) 。 本国から の

留学生を 含む。  

②成績が優良で学費の支弁が困難な者。  

③2025 年４ 月１ 日現在、 満 30 歳未満の者( 継続応募者は除く ) 。  

【 成績について】  

・ 学部１ 年生の学業成績は、 高校３ 年次の成績評価値が５ 段階で原則 3. 2 以上であるこ と 。  

・ 学部２ 年生以上の学業成績は、 修得総科目の成績評価値が原則 2. 7 以上であるこ と 。  

※本会評価値で算出（ GPA評価ではあり ません）  

【 2024 年度本会の大学( 学部) 奨学生であっ た場合】  

・ 学部在学中で学年が進級し た者は継続生と し て応募でき る。  

・ 短期大学卒業後、 ４ 年制大学の３ 年生以上に編入し た者は新規生と し て応募でき る。  

・ 2023 年度に採用さ れたのち途中辞退し た場合は新規生と し て応募でき る。  

・ 留年し た者、 学部を 卒業し て学士編入し た者は応募でき ない。  

【 2024 年度本会の大学( 学部) 奨学生でなかっ た場合】  

・ 新規生と し て応募でき る( 過去に本会奨学生であっ て 2024 年度本会奨学生でなかっ た場合を含

む) 。 2024 年度本会の高校奨学生だっ た者も 新規生と し て応募でき る。  

・ 高等専門学校( 高専) の専攻科に進学し た者は、 新規生と し て応募でき る。  

 

■ 大学院生 

①日本の大学院( 博士課程･修士課程･専門職課程。 通信課程は除く ) に在籍し ている韓国人･朝鮮人

学生( 特別永住者証明書･在留カ ード の国籍表示が韓国も し く は朝鮮) 。 本国から の留学生を 含む。 

②成績が優良で学費の支弁が困難な者。  

③2025 年４ 月１ 日現在、 満 40 歳未満の者( 継続応募者は除く ) 。  

④法科大学院の未修コ ース、 その他３ 年制修士課程においては２ 学年以上の者。  

⑤日本学術振興会の特別研究員及び次世代研究者挑戦的研究プログラ ムの受給者は応募でき ない。 

【 2024 年度本会の大学( 学部) 奨学生であっ た場合】  

・ 進学し て修士･専門職１ 年生になっ た者は新規生と し て応募でき る。  

【 2024 年度本会の大学院奨学生であっ た場合】  

・ 同じ 課程( 博士･修士･専門職) で学年が進級し た者は継続生と し て応募でき る。  

・ 修士･専門職課程から 進学し て博士１ 年生になっ た者は新規生と し て応募でき る。  

・ ５ 年一貫博士課程の２ 学年から ３ 学年に進級し た者は新規生と し て応募でき る。  

・ 博士課程( 博士後期課程) において２ 年間受給し た者は応募でき ない。  

・ 2024 年度に採用さ れたのち途中辞退し た場合は、 新規生と し て応募でき る。  

【 2024 年度本会の奨学生でなかっ た場合】  

・ 新規生と し て応募でき る( 過去に本会奨学生であっ て 2023 年度本会奨学生でなかっ た場合を含

む) 。  
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■ 応募資格の留意事項 

・ 休学し ている者は応募でき ない。  

・ 研究生、 別科生、 専攻生、 聴講生は応募でき ない。  

・ 大学院において各課程の最短履修年限を 超えて在籍し ている者は応募でき ない。  

・ 過去に博士課程( 博士後期課程) において２ 年間受給し た者は応募でき ない。  

・ 新規に応募する韓国人留学生( 前年度奨学生ではない) は個人で直接応募でき ない。  

「 ５ . 応募書類と 手続き 」 の ｢※2 留学生｣ を 参照するこ と 。  

・ 本国から の留学生で、 交換留学生と し て在学し ている者は応募でき ない。  

 

２ ． 奨学金金額と 募集人数 
 

課程 奨学金金額 募集人数 

学部生 月額 ２ ５ , ０ ０ ０ 円 ７ ７ ０ 名 

修士課程・ 専門職課程 月額 ４ ０ , ０ ０ ０ 円 
１ １ ０ 名 

博士課程 月額 ７ ０ , ０ ０ ０ 円 

※本会奨学金は給付制であり 返還の義務はない。 給付期間は１ 年間( ４ 月～翌年３ 月まで) 。  

 

３ ． 募集期間 

継続生 2025 年 4 月 4 日( 金)  10： 00 ～ 4 月 25 日( 金)  17: 00 

新規生 2025 年 4 月 10 日( 木)  10： 00 ～ 5 月 12 日( 月)  17: 00 

 

４ ． 応募方法 

募集期間中に、 本会ホームページから イ ンタ ーネッ ト 受付専用ページにアク セスし 、 願書及び該
当する全ての書類をそろ えて申請する。  

 

５ ． 応募書類と 手続き ( 本登録申請)  

・ 本会ホームページから イ ンタ ーネッ ト 受付専用ページにアク セスする。  

必要書類 手順 学部生 大学院生 手続き  

①WEB願書 

 証明写真 

1 ● 

● 

イ ン タ ーネッ ト の専用フ ォ ームに入

力 

②在学証明書 

イ ンタ ーネッ ト の専用フ ォ ームで 

画像をアッ プロード  

③学業成績証明書 

④国籍･在留資格を  

 証明する書類 

⑤所得証明書類 

⑥研究計画書 
2 × 指定ク ラ ウド へのアッ プロード  

⑦推薦書 

・ 学部生は「 手順 1」 で手続が完了し 、 「 手順 1・ 完了メ ール」 が届く 。  

※上記のメ ールが 24 時間以内に届かない場合は本会に電話連絡するこ と 。  

・ 大学院生は「 手順 1・ 完了メ ール」 に記載さ れている「 手順 2（ ⑥研究計画書・ ⑦推薦書） 」 の手

続き を完了するこ と 。  

※1 特別永住者等( 永住者、 定住者、 家族滞在などを 含む)   

・ 個人で直接応募でき る。  

※2 留学生  

・ 継続生と し て応募する者は個人で直接応募でき る。  

・ 新規生と し て応募する者は個人で直接応募でき ない。  

*大学の奨学金担当部署を 通じ て応募するこ と 。  

*大学ごと に募集方法が異なるので、 大学の担当部署に問い合わせるこ と 。  

*ただし 、 2024 年度本会の大学･大学院奨学生であっ た場合は個人で応募でき る。  

  

国際交流センターへの書類提出期限：4月10日（木）～22日（火）17：00
財団へのインターネット応募期間：4月10日（木）～5月12日（月）17：00
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■ 応募手続き ・ 書類作成に関する留意事項 

・ 入力と 必要書類については「 奨学金応募の手引き 」 ( 別紙) を よく 読むこ と 。  

 

■ 応募完了後の留意事項  

・ 応募完了後に住所変更などが生じ た場合は、 必ず「 応募登録内容 訂正・ 変更届」 を 提出するこ

と ( 「 応募の手引き 」 参照) 。  

 

■ 提出書類についての留意事項 

・ 「 課税・ 非課税証明」 の数字を 書き 換えた文書・ データ を作るこ と は、 「 公文書偽造罪」 も し

く は「 電磁的記録不正作出」 に該当する可能性がある。  

・ 「 在学証明書」 「 学業成績証明書」 等の偽造・ 変造についても 「 公文書偽造罪」 「 私文書偽造

罪」 も し く は「 電磁的記録不正作出」 に該当する可能性がある。  

 

６ ． 選考と 結果 
・ 学部生の選考は書類審査で行う 。  

・ 大学院生は関東・ 近畿圏で必要により 面接審査を行う 。 面接を行う 場合は別途通知する。  

・ 選考結果は、 継続応募者は６ 月中旬、 新規応募者は７ 月中旬までに応募者本人および各大学宛
にメ ールまたは書面で通知する。 選考結果についての問い合わせには応じ ない。  

 
７ ． その他 

・ 採用さ れた学生は本会の諸行事に出席し なければなら ない( 対象地域の者) 。  

また、 学業・ 生活状況等について報告するレ ポート を 年に２ 回提出し なければなら ない。  

・ ≪個人情報の取り 扱いに関し て≫応募書類によっ て得た個人情報は、 選考および応募者本人

と の連絡以外の目的には使用し ない。 ただし 奨学金の併給を 確認する目的に限り 、 他の奨学

団体に姓名・ 生年月日等を開示するこ と がある。  

・ 受理し た応募書類等は返却し ない。 本会の規定に基づき 処分する。  

 

 

事務所所在地・ 連絡先 

 

〒160-0023 東京都新宿区西新宿 1-8-1 新宿ビルディ ング 1 階 

 電話 03-3343-5757（ 電話対応時間 平日午前９ 時～午後５ 時）  

※応募者本人並びに学校関係者の問い合わせにのみ対応いたし ます。  

 

ホームページ  ht t p: //www. kor ean-s-f . or . j p 

 

 

  

http://www.korean-s-f.or.jp
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* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * 

公益財団法人 朝鮮奨学会について 
* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * 

 

 

○本会の歩みと 現在 

 朝鮮奨学会は日本で勉学し ている 同胞学生を 支援する ための奨学育英機関で、 １ ２ ０ 余年の歴史があり ま

す。  

１ ９ ４ ３ 年、 日本政府から 公益事業を する 「 財団法人朝鮮奨学会」 と し ての認可を 得まし た。  

 歴史の流れと と も に幾多の変遷があり まし たが、１ ９ ５ ７ 年に所属団体や思想・ 信条の違いなどを 超越し 、

在日同胞が一致団結し て理事会を 再建し まし た。 その後、 日本の学識経験者と と も に理事会・ 評議員会を 構

成し て今日まで同胞学生のための育英事業を 推進し ています。  

 奨学会は現在、 東京の新宿（ 本館） 、 代々木（ 別館） 、 大阪（ 関西奨学会館） にビ ルを 所有し 、 こ れら の基

本財産から 得ら れる 収益で、 日本の高校・ 大学・ 大学院で学ぶ同胞学生に奨学金を 給付する など の事業を 行

っ ています。 奨学会は日本政府から も 本国の南・ 北の政府から も 財政的援助を 受けず、 自主財源のも と に運

営さ れています。  

 ２ ０ １ ２ 年７ 月３ １ 日、 新公益法人制度のも と 公益認定を 取得し 、 同８ 月１ 日、 「 公益財団法人朝鮮奨学

会」 に移行し まし た。  

 

○主な事業 

 朝鮮奨学会は、 成績優良であり ながら 学費の支弁が困難な在日同胞学生と 留学生に奨学金を 給付し ていま

す。  

 大学・ 大学院の奨学生は１ ９ ６ １ 年から の本格的な奨学金給付事業の再開以来、 延べ約３ 万９ 千名、 高校・

高専の奨学生は１ ９ ６ ６ 年以降で延べ約５ 万３ 千名になり 、 その奨学事業費の総額は約１ ７ ８ 億円に達し ま

す。  

 奨学生を 対象に講演会や国語講座、 ウリ マル発表会を 行い、 会報誌「 セフ ルム」 を 通し て民族の心と 文化

を 育み、 交流会や懇談会を 開いて親睦を はかっ ています。 また、 大学院生の研究発表会を 開催し 、 学術研究

の奨励を 行っ ています。  

 

 

 

公益財団法人朝鮮奨学会定款 

第２ 章 目的及び事業 

（ 目的）  

第３ 条 こ の法人は、 日本の諸学校に在学する

韓国人・ 朝鮮人学生等の奨学援護を 行う と と も

に、 学術奨励と 研究助成を 行い、 も っ て有為な

人材育成と 国際交流に寄与する こ と を 目的と

する 。  

（ 事業）  

第４ 条 こ の法人は、 前条の目的を 達成する た

め、 次の事業を 行う 。  

( 1)  奨学金給付 

( 2)  学生支援及び学術研究奨励 

( 3)  会館の運営 

( 4)  その他こ の法人の目的を 達成する ために

必要な事業 

 

奨学金給与規程 

 
※公益財団法人移行に伴い、 新し い定款に基づく  

「 奨学金給与規程」 を現在策定中です。  

 

第１ 章 総 則 

  

財団法人朝鮮奨学会寄附行為第４ 条に基づき こ

の規程を 定める 。  

 

（ 奨学生の資格）  

第１ 条 本会の奨学生と なるも のは、 韓国人・ 朝

鮮人であっ て、 学校教育法第1条に規定

する 高等学校、 大学（ 大学院を 含む） に

在学し 、 学業、 人物と も に優秀で、 かつ

健康であっ て、学資の支弁が困難と 認め

ら れる も のでなければなら ない。  

 


